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はじめに 
 
日本人女性の乳癌罹患率は増加の一途をたどっており、 
現在は 16 人に 1 人が乳がんに罹患すると言われている。 
そのため、厚生労働省では受診率の引き上げを目標とし 
て乳癌検診の無料クーポンを配布するなどの取り組みが 
行われている。そのような取り組みによって、乳癌検診 
が徐々に普及してきているものの、受診率は欧米諸国に 
比べて低く、わずか 20％程度に留まっているのが現状で 
ある。 
当社は、受診率を向上するひとつのアプローチとして、 
検査の不快感を緩和できるようなマンモグラフィ装置を提供することが使命と考え、マンモグラフィ装
置の国産メーカとして、日本人女性の体格や特性に合わせた、直接変換型フラットパネルディテクタ（以
下 FPD）搭載マンモグラフィ装置「MGU-1000D MAMMOREXTM Pe・ru・ruTM DIGITAL（以下 Pe・
ru・ruTM DIGITAL）」（図 1）を開発し、販売してきた。また、検診によって指摘された非触知の早期
乳癌の確定診断を得る手段として重要な Stereotactic Biopsy Application を搭載したマンモグラフィ装
置もラインナップしている。今回は、デジタルマンモグラフィの現状として、Pe・ru・ruTM DIGITAL
の特長と Stereotactic Biopsy Application について紹介する。 
 
検査環境への配慮 
 
Pe・ru・ruTM DIGITAL は、受診者と操作者に優しい装 
置を目指し、女性スタッフを中心に開発された。受診者 
が体を預けやすく緊張を和らげるようなラウンド形状、 
パール色の外観は受診者に安心感と清潔感を提供し、柔 
軟な圧迫板と、圧力に応じて圧迫速度を最適制御する 
「美圧 TM」システムは、圧迫による痛みや不快感を緩和 
する。日本人に合わせたコンパクトな FPD を搭載するこ 
とで、ポジショニングのしやすさを維持し、特に MLO 撮 
影時の腋下ブラインドエリアを最小限とするよう撮影台 
の外形も工夫されている（図 2）。また、アイソセンタ方式 
C アーム回転に加え、MLO 撮影時の撮影角度を自動的に記憶して、反対側の撮影で同一角度を再現す
る MLO 角度メモリ機能を搭載し、効率の良いポジショニングをサポートする。撮影後は約 7 秒でプレ
ビュー画像を表示することにより、撮影後の画像確認を即座に行うことができる。システムモニタには、
図 1 Pe・ru・ruTM DIGITAL 外観
図 2 コンパクトな撮影台 
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ポジショニングの良否を即座に確認できるように、左右乳房のミラー表示を行うが、通常はモニタの画
素数に対して画像データの方が大きく、画像は縮小表示されるため、石灰化の有無を確認するのは困難
である。そこで Pe・ru・ru DIGITAL では、縮小表示の際に石灰化のような高輝度情報を欠落させな
い特殊な補間処理を行っており、ピクセル等倍表示を行っていない状態でも、石灰化の有無が確認でき、
追加撮影の要否判断が効率よく行える仕組みを備えている。 
さらにオプションにて 5MP または 2MP モニタを搭載することができ、撮影者による画像確認が可能
である。またその際にほくろや皮膚の傷、乳頭分泌やニップルの状態、画像に反映されない触知情報な
どの撮影者しか知り得ない情報を、画像上にマーカとコメントを入れることにより医師に伝達すること
が可能であり、医師が精査の必要性を判断する際に役立てることができる。（Exam Marker 機能） 
検査室レイアウトは、狭い検査室での操作性向上や一般撮影装置などとの併設も可能としており、幅
広い検査室環境に対応することができる。また、通常の施設空調温度を想定した 22～30℃での運用を
実現する、FPD 冷却システムの開発により、個別の空調設備は不要で、かつ装置の 24 時間通電を不要
とするなど、省スペース・省エネルギーを実現している。 
 
画質 
 
α-Se を用いた直接変換方式 FPD を採用しており、X 線をデジタル信号に直接変換するために光の拡
散によるボケが無く、高解像度の画像を得ることができる。そのため、微細石灰化の形状や分布の評価
が要求されるマンモグラフィに適した画像を得ることができる（図 3）。また、ゴースト除去処理はもち
ろん、撮影毎にリアルタイムに補正データ収集を行うことで、検査室の環境変化に影響されない、安定
したマンモグラフィ画像を提供することが可能である。従来はフィルム/スクリーン系の感度や表示特性
によって撮影条件が左右されていたが、α-Se 検出器に適した撮影条件と内部パラメータの組合せによ
り、X 線被曝をそのままに S/N、 
CNR の向上を実現した（Pe・ru・ru 
ショット）。収集されたデータは、 
国内のマンモグラフィデータを基準 
に開発された東芝独自の画像処理技 
術により、読影に適した画像に処理 
される。また、これらの画像処理の 
種類、強度は、プリセットできるこ 
とはもちろんのこと、収集画像に対 
してはコンソール画面上で、ユーザ 
によって自由に調整することが可能 
である。そして、ソフトコピー診断 
とハードコピー診断を併用する施設 
が多い国内の読影事情に合わせて、ビューワ出力とイメージャ出力時、それぞれの画像処理パラメータ
で自動転送することができる My Adjust 機能を備え、出力先によって画像処理パラメータを変更し直さ
なくても、読影環境毎に最も観察しやすいマンモグラフィを提供できるのが特徴である。 
 
図 3 臨床画像 
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Stereotactic Biopsy Application 
 
撮影台のブッキーユニットをニードルガイドユニットに交換するだけで、通常検査からバイオプシ検
査に移行することができる。C アームに任意の角 
度付けをした状態でのステレオガイド下バイオプ 
シ検査が可能で、乳房に対して様々な角度から穿 
刺針のアプローチが可能である。また、撮影台に 
対して垂直に穿刺する従来の Vertical ホルダに加 
え、横からの穿刺が可能な Lateral ホルダを新し 
くオプション化し、垂直方向からの穿刺では適応 
外であった薄い乳房への適応拡大が期待される。 
また装置は、側臥位、座位の両体位に対応して 
いるが、特に、当社との共同研究によって開発さ 
れたタカラベルモント社製の診察台 EX-MGT を組 
み合わせれば、独自の切欠き形状によって、側臥位時の下側の肩や腕の空間を調整することができ、受
診者の負担が少ない体位での検査が可能となる（図 4）。 
 
また、真後ろからストレートに押し当てる背 
当てはしっかりと受診者を固定することができ 
るため、受診者は安心して背当てに体を預ける 
ことができる。さらに、クッションの位置を変 
更することで、側臥位、座位のどちらでも使用 
することができ、検査中の体位変更に迅速に対 
応できるのが特徴である（図 5）。 
 FPD により得られるステレオ画像は、淡い石 
灰化や麻酔後に見えにくくなる石灰化も描出す 
ることができるため、ターゲットを正確に指定 
することができる。モニタには、バイオプシ撮 
影画像が全面拡大表示されるため、小さな石灰 
化でも確実にターゲットとしてプロットできる 
ほか、石灰化の視認性を向上させる石灰化強調 
機能、石灰化のミスプロットを防ぐガイディン 
グ機能を備え、確実で精度の高いバイオプシ検 
査を提供している。 
ガイディング機能は、スカウト画像、ステレ 
オ画像の順にターゲットをプロットしていくと、 
水平、垂直のガイドラインを表示することによ 
り、ターゲットの存在範囲が絞り込まれる支援 
機能で、特に集ぞく性石灰化のミスプロットを 
図 4 側臥位でのバイオプシ検査 
図 5 座位でのバイオプシ検査 
図 6 ガイディング機能 
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防ぐことができる（図 6）。また、日本語による操作ガイドメッセージによって検査の流れをわかりやす
くナビゲートする。 
 
おわりに 
 
Pe・ru・ruTM DIGITAL は、受診者、操作者へのやさしさと高画質・高スループットを実現し、高いク
オリティの検査を提供するデジタルマンモグラフィ装置である。我々は、国内でマンモグラフィ装置を
製造、販売する唯一のメーカとして、受診者やユーザの声に耳を傾け、マンモグラフィをはじめとする
乳がん検診の受診率向上と、乳がんによる死亡率減少に向けたトータルソリューションの提供を今後も
行っていく所存である。 
